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のおける研究方法が殆どなし~o Y 線や高エネルギー電子線を核子に衝突させで、 π メソンを創るとい
う現象も、理論的研究のむずかしい問題の一つで、あるが、これに関して、最近比較的成功していると
思われるものに“ current 代数"を応用する方法がある。しかしこれにも次のような弱点がある。即





“ chiral dynamics" をこの問題に利用しようと考えた。即ちまず π一核子系は荷電空間の“廻転"
に対して不変で、あるのみならず、いわゆる“chiral 褒漁"に対しでも不変であると要請する。これを




dynamicsの根本，思想、に従って計算を進め、 threshold energy における πメソン創生の cross-sectÎon
を求めた。その際理論に登場する種々のパラメーターは、 p → 2 1l' 、 Ar→p+ π のような崩壊過程
や、その他の既知量を利用して決定される。このようにして理論的に求められた cross-section は
実験結果とよく一致していることがわかったo ここで特に尾崎の方法のすぐれた点は、“current -代
数"による結果と異り πメソンの質量を 0 とする必要がなく、したがって前述のような任意性がない
ことである。
要するに尾崎の方法は current 代数法のよい点を再現できたばかりでなく、その欠点の回避にも
成功したもので、 πメソン物理学の研究に一つの武器をあたえてくれたといえる。理学博士の学位を
与えるにふさわしい論文と認める。
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